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全て複写転用厳禁

２０２０年度日本国内における
ドーピング検査件数は、約何件

だったと思いますか？



ドーピング検査とは

いつ

競技終了後に行われる競技会（時）検査
競技会とは関係ないところで行われる競技会外検査
＊ドーピングコントロールオフィサー(DCO)と呼ばれる資格を有する検査員が、

選手の練習場所に予告なしに訪れます。

競技会検査：競技会場内のドーピング検査専用の部屋で行われることが多いです。
競技会外検査：自宅、練習場、合宿場所、職場など、さまざまな場所で行われます。選手が

居場所情報を提出する際に、5時から23時の間で検査に対応できる60分の
時間枠を指定しなくてはいけません。

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

どこ



ドーピングの起原

語源

アフリカ南部の原住民カフィール族が祭礼の時などに飲む強い酒「dop」にあるといわれ
ています（諸説あります）。
⇒「興奮させる飲み物」「麻薬」等の意味で用いられるようになった。
⇒「薬物を使用すること」=「ドーピング」という意味になっていった。

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP



全て複写転用厳禁

公認スポーツファーマシストとは？

アンチ・ドーピングとは？

公認スポーツファーマシストの仕事

・
・
・



１．公認スポーツファーマシストとは

概要

２. アンチ・ドーピングとは

３．公認スポーツファーマシストの仕事



スポーツファーマシストとは

公認スポーツファーマシストの定義

公認スポーツファーマシストは、最新のアンチ・ドーピング規則に関する知識を有する薬剤師です。
薬剤師の資格を有した方が、（公財）日本アンチ・ドーピング機構が定める所定の課程（アン
チ・ドーピングに関する内容）終了後に認定される資格制度です。

認定までの流れとスケジュール

４～５月頃：受講者募集受付
６～７月頃：基礎講習会開催
１１～１２月頃：実務講習申込受付
１２～翌１月頃：e-ラーニング内で実務講習、知識到達度確認試験、認定申請
４月１日：認定

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP



スポーツファーマシストとは

（公財）日本アンチ・ドーピング機構とは

日本アンチ・ドーピング機構（Japan Anti-Doping Agency; JADA）は、アンチ・ドーピン
グ活動を通して、スポーツが公正に行われるための基盤を整備し、スポーツのさらなる発展と普
及を支え、感動と誇りと活力にあふれたより良い社会の実現を目指しています。

コーポレートロゴ（JADAのロゴ）

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP



スポーツファーマシストとは

公認スポーツファーマシストのメリット

アンチ・ドーピングについて詳しくなれる
スポーツ関連医療機関で活躍できる
教育の現場でアンチ・ドーピング普及、啓発者として活躍ができる

スポーツファーマシストの最も重要な仕事

‘’ドーピングからアスリートを守ること‘’



スポーツファーマシストとは

スポーツファーマシストの検索



スポーツファーマシストとは

薬剤師会アンチ・ドーピングホットライン

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP



スポーツファーマシストとは

スポーツドクター・スポーツデンティスト・スポーツ栄養士検索

参考：JSPO（日本スポーツ協会）HP



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック

参考：日本薬剤師会HP



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック

ＷＡＤＡ禁止表（2022 年）

常に禁止される物質と方法
(競技会(時)および競技会外)

競技会(時)に禁止される物質と方法

[禁止物質] 
S0. 無承認物質
S1. 蛋白同化薬
S2. ペプチドホルモン、成長因子、関連 物質および

模倣物質
S3. ベータ2作用薬
S4. ホルモン調節薬および代謝調節薬
S5. 利尿薬および隠蔽薬

[禁止物質]
S6. 興奮薬 A: 特定物質でない興奮薬

B: 特定物質である興奮薬
S7. 麻薬
S8. カンナビノイド
S9. 糖質コルチコイド

[禁止方法]
M1. 血液および血液成分の操作
M2. 化学的および物理的操作
M3. 遺伝子および細胞ドーピング

特定競技において禁止される物質

P1. ベータ遮断薬



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

Ⅰ. 常に禁止される（競技会（時）および競技会外）

【禁止物質】
S0. 無承認物質：
この分類におけるすべての禁止物質は特定物質である。
禁止表の以下のどのセクションにも対応せず、人体への治療目的使用が現在どの政府保健医療当局
でも承認されていない薬物（例えば、前臨床段階、臨床開発中、あるいは臨床開発が中止になった薬
物、デザイナードラッグ、動物への使用のみが承認されている物質）は常に（競技会（時）および競技
会外）禁止される。
この分類には、BPC-157を含むが、これに限定するものではなく多くの物質が含まれる。



アンチ・ドーピングとは

TUE（Therapeutic Use Exemption：治療使用特例）申請とは？

アスリートが「病気やけがの適切な治療」を目的として、禁止物質や禁止方法を使用する場合には、「特例」として、そ
の使用が認められます。そのルールのことを「TUE（Therapeutic Use Exemption：治療使用特例）」と言い
ます。TUEのルールは、世界統一の国際基準によって、細かく定められています。

例えば、
治療する目的だからといって、全ての禁止物質、禁止方法の使用が認められるわけではありません。
禁止物質を使用しなくても、治療が可能な場合、TUEは認められません。
TUEが認められるためには、少なくとも以下の条件を満たす必要があります。

治療をする上で、使用しないと健康に重大な影響を及ぼすことが予想される。
他に代えられる合理的な治療方法がない。
使用しても、健康を取り戻す以上に競技力を向上させる効果を生まない。
ドーピングの副作用に対する治療ではない。

その他にも、TUE が認められるには、国際基準に定められている条件を満たさなくてはなりません。
＊国際競技連盟から指定されているアスリートの場合は、同連盟にTUE申請をし、それ以外は原則としてJADA

TUE委員会へ直接申請します。



TUEに必要な書類とは



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

Ⅰ. 常に禁止される（競技会（時）および競技会外）

【禁止物質】
S3. ベータ2作用薬：

ヒゲナミンは、以下の名称の成分や生薬に含まれるとされています（平成28年12月19日付、JADA事務連絡、
2017年禁止表国際基準のHigenamine（ヒゲナミン）に関する注意喚起）。

・Norcoclaurine（ノルコクラウリン）＊別名
・Demethylcoclaurine（デメチルコクラウリン）＊別名
・Tinospora crispa（イボツヅラフジ） ：東南アジアでは、樹液や葉を薬用として用いる
・附子（ブシ）：真武湯、大防風湯、八味地黄丸など
・丁子（チョウジ）：治打撲一方、女神散など
・細辛（サイシン）：小青竜湯、当帰四逆加呉茱萸生姜湯、立効散など
・南天実（ナンテンジツ）：鎮咳作用を目的に民間薬として用いられる。
・呉茱萸（ゴシュユ）：温経湯など



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

Ⅰ. 常に禁止される（競技会（時）および競技会外）

【禁止物質】
S5. 利尿薬および隠蔽薬：

Q.
高血圧治療用の配合剤は禁止されますか？

A. 
利尿薬が配合されているものも多く発売されているため、注意が必要です。

Q.
高山病の予防薬は禁止されますか？

A. 
アセタゾラミドは禁止物質です。



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

Ⅰ. 常に禁止される（競技会（時）および競技会外）

【禁止方法】
M2. 化学的および物理的操作：

Q.
静脈内注入および/または静脈注射についてどのように考えればいいですか？

A. 
静脈内注入および/または静脈注射の考え方

1. 禁止物質を含む点滴が治療のために必要な場合は、TUE申請が必要。
2. 禁止物質を含まず、12時間あたり100mL以内の静脈注射は禁止ではなく、TUEが不要。
3. 禁止物質を含まなくても、静脈内注入および/又は静脈注射で、12時間あたり 100mLを超える場合は禁止。但し、入院設

備を有する医療機関での治療およびその受診過程（＊）、外科手術、又は臨床検査のそれぞれの過程において正当に受ける
場合は除く。

＊「入院設備を有する医療機関での治療およびその受診過程」の処置の起点となる状況は、救急車内で静脈内注入および/
又は静脈注射の処置を開始した場合のみが対象となる。 したがって、競技会場等で静脈内注入および/又は静脈注射を開始
した場合は、引き続いて 病院に搬送されたとしても遡及的TUE申請が必要。
なお、TUE申請に係る詳細については、JADAにお問合せいただけますよう、お願い致します。



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

Ⅱ. 競技会（時）に禁止される物質と方法

【禁止物質】
S7. 麻薬：

Q.
”Open List”,”Closed List”とは？

A. 
「S7.麻薬」のように禁止される物質・方法を限定したセクションを”Closed List”と言い、「類似の化学
構造又は類似の生物学的効果を有するもの」「以下の物質が禁止されるが、これらに限定するものでは
ない」等と記載があり、禁止される物質・方法の代表例が掲載されているセクションを”Open List”と
言います。2008年北京オリンピックで金メダルを獲得したジャマイカチームの違反は、当時、禁止表に
明記されていなかったメチルヘキサンアミン（S6.B に該当、Open List）が問題となりました。



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

Ⅱ. 競技会（時）に禁止される物質と方法

【禁止物質】
S9. 糖質コルチコイド：

Q.
口内炎に用いられるOTC医薬品の口腔内局所使用は禁止されますか？

A. 
糖質コルチコイドの口腔粘膜への使用は禁止されます。

Q.
痔疾患用の糖質コルチコイドを含む注入軟膏や坐剤は禁止されますか？

A. 
経直腸使用とみなされ禁止されます。



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

Ⅱ. 競技会（時）に禁止される物質と方法

【禁止物質】
S9. 糖質コルチコイド：

Q.
糖質コルチコイドを禁止される経路で使用した場合、競技会までどのくらいの期間が必要ですか？

A. 
ウォッシュアウト期間を参考にしてください。
ただし、薬物が完全に排出されることを保証するものではありません。



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

監視プログラムに掲載されている物質

Q.
監視プログラムの物質は禁止されないのですか？

A. 
当該年においては禁止されません。しかし、メルドニウムのように、2015年は監視プログラムだった物質が、
2016 年に禁止物質となったため違反となった事例もあるので、注意してください。また、監視プログラム
に掲載されている物質はモニタリング物質として、検査結果は報告されます。

Q.
蛋白同化薬のエクジステロンとは何ですか？

A. 
エクジステロイドの１つで、変態ホルモン、脱皮ホルモンとして知られています。また、ほうれん草などにも少量
含まれ、大量生産によりサプリメントとして流通しています。「ほうれん草は筋肉増強のもと」として有名な漫
画がありますが、2022年は監視物質で禁止されません。



アンチ・ドーピングとは

薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブックのQ＆Aはどんな感じ？

監視プログラムに掲載されている物質

Q.
トラマドールは禁止されませんか？

A. 
2019年3月1日、国際自転車競技連合（UCI）は、UCI医事規則を改定し、競技会中のトラマドール
の使用を禁止しました。
世界アンチ・ドーピング規程に基づく禁止ではないため、禁止表国際基準（Global DRO を含む）には
反映されません。
このように、競技団体が決めた規則等については、各競技団体にお問い合わせください。



アンチ・ドーピングとは

アンチ・ドーピングガイドブック以外は？

参考：日本薬剤師会HP、(公財）日本アンチ・ドーピング機構HP



スポーツファーマシストの仕事

公認スポーツファーマシストの活動例

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

医薬品の適正使用とアンチ・ドーピングに関する情報提供
学校教育の現場におけるアンチ・ドーピング情報を介した医薬品の使用に関する情報提供
地域におけるスポーツファーマシストの存在とアンチ・ドーピング活動の周知
国民体育大会に向けての都道府県選手団への情報提供・啓発活動 など



スポーツファーマシストの仕事

OTCや健康食品等の相談

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

１. 胃腸薬
胃腸薬にはヒゲナミンやストリキニーネ（いずれも禁止物質）を含有する生薬チョウジやホミカが成分とし
て含まれているものがあります。
ヒゲナミン（チョウジ）はベータ2作用薬、ストリキニーネ（ホミカ）は興奮薬として禁止され、検出されれ
ば直ちに違反です。
胃腸薬を使う場合は禁止物質が含まれていないことを確認しましょう。

(例)
パンジアス顆粒（第一薬品工業）、ワクナガ胃腸薬G（湧永製薬）、
金魚胃腸薬（大和合同製薬）、赤玉はら薬（大和合同製薬） など



スポーツファーマシストの仕事

OTCや健康食品等の相談

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

２. 滋養強壮薬
滋養強壮薬には、禁止物質である蛋白同化薬（テストステロン）及びホルモンの関連物質を含む漢方
薬、 また、禁止物質であるストリキニーネ（ホミカ）が含まれているものがあります。そして、医薬品以外
のいわゆる健康食品として、滋養強壮目的の錠剤やドリンク剤が多数市販されており、これらの中にテスト
ステロン等の関連物質が含まれている可能性も否定できません。国体期間中に限らず、普段から使用し
ないようにしましょう。
＊蛋白同化薬及び関連物質には、テストステロン、メチルテストステロンの他に、生薬成分である、

海狗腎 （カイクジン）、麝香（ジャコウ）、鹿茸（ロクジョウ）などがあります。



スポーツファーマシストの仕事

OTCや健康食品等の相談

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

３. 鎮咳去痰薬
市販の鎮咳去痰薬に含まれるトリメトキノール、メトキシフェナミンは禁止物質とみなされます。 また、生
薬の南天実にはヒゲナミン（禁止物質）が含まれます。

(例)
アスクロン（大正製薬）、新カネドリン錠（廣昌堂）、
セキエース（ダイト）、新トニン咳止め液（佐藤製薬）、
セキカット（ダイト）、フストールシロップA（オール薬品） など



スポーツファーマシストの仕事

OTCや健康食品等の相談

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

使用可能薬リスト 2022 年版：

１.解熱鎮痛薬
(例)



スポーツファーマシストの仕事

OTCや健康食品等の相談

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

使用可能薬リスト 2022 年版：

１.解熱鎮痛薬
(例)



スポーツファーマシストの仕事

OTCや健康食品等の相談

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

２.総合感冒薬
(例)



スポーツファーマシストの仕事

OTCや健康食品等の相談

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

３.鎮咳・去痰薬
(例)



スポーツファーマシストの仕事

OTCや健康食品等の相談

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

３.鎮咳・去痰薬
(例)



スポーツファーマシストの仕事

医療用医薬品の相談(高頻度)

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

使用可能薬リスト 2022 年版：

１.解熱解熱・鎮痛・抗炎症薬：
カロナール、セレコックス錠、ロキソニン、リリカカプセル、マクサルト など

２.鎮咳・去痰薬：
アストミン、アスベリン、メジコン散・錠、ムコダイン、カルボシステイン錠、
ムコソルバン、ムコサール、ビソルボン錠・細粒 など

３.気管支拡張薬・喘息・COPD治療薬：
ネオフィリン原末・錠 、テオドール、ユニフィル LA 錠、テオロング、オノン、
キプレス、シングレア、スピリーバ 、セレベント、アドエア、シムビコートタービュヘイラー、
フルティフォームエアゾール、パルミコート、フルタイド など



スポーツファーマシストの仕事

医療用医薬品の相談(高頻度薬)

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

使用可能薬リスト 2022 年版：

４.アレルギー治療薬：
ポララミン錠・散・シロップ・ドライシロップ、レスタミンコーワ錠、ペリアクチン、
アレジオン、インタール、ザジテン、アイピーディ、リザベン、アタラックス、
アレグラ、タリオン、ザイザル、クラリチン など

５.抗めまい薬（乗り物酔い予防） ：
セファドール、トラベルミン配合錠、ドラマミン錠、メリスロン錠 など

６.止痢・整腸薬：
アドソルビン原末、ロペミン、ラックビーR 散、ミヤBM、アタバニン散、
チアトン、コロネル、ポリフル、イリボー など



スポーツファーマシストの仕事

医療用医薬品の相談(高頻度薬)

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

使用可能薬リスト 2022 年版：

７.催眠・鎮静・抗不安薬：
ハルシオン錠、ルネスタ錠、アモバン錠、マイスリー錠、
レンドルミン、リスミー錠、エバミール錠、ロラメット錠、ブロバリン原末
コンスタン錠、ソラナックス錠、ベンザリン、サイレース錠、ワイパックス錠、
セルシン錠・散・シロップ、メイラックス、
デパス、リーゼ、ラボナ錠、ロゼレム錠、ベルソムラ錠 など

８.抗菌薬・抗生物質、抗真菌薬：
ほとんどの抗菌薬、抗生物質は使用可能。
静脈内注入および/又は静脈注射で、12時間あたり100mLを超える場合は禁止される。
但し、入院設備を有する医療機関での治療およびその受診過程、外科手術、又は臨床検査のそれぞれ
の過程において正当に受ける場合は除く。



スポーツファーマシストの仕事

医療用医薬品の相談(高頻度薬)

参考：（公財）日本アンチ・ドーピング機構HP

使用可能薬リスト 2022 年版：

９.ワクチン ：
インフルエンザHAワクチン、サーバリックス、ガーダシル、コミナティ筋注 など

１０.耳鼻咽喉科用薬：
多くの点鼻薬には、ナファゾリンなどの血管収縮剤や糖質コルチコイドなどの競技会（時）禁止物質、
またはその関連物質が含まれている。（WADA禁止表 S6.興奮薬、S9.糖質コルチコイド）。
ナファゾリン、テトラヒドロゾリン、トラマゾリンなどのイミダゾリン誘導体は、点鼻などの局所使用は許され
る。しかし、何回も多量に使用して体内に吸収されると、アンチ・ドーピング規則違反が疑われる可能性が
ある。（WADA禁止表 S6.興奮薬）


